
愛媛大学COC地域志向教育研究経費事業（平成28年度）　 成果報告会
　愛媛大学は、文部科学省 の平成 26 年度「地（知）の拠点整備事業（COC 事業）」に採択されています。
　本学のCOC【地域の未来をステークホルダーと共に創る実践的人材の育成】事業は、愛媛県の抱える課題であ
る産業の活性化や地域イノベーションを創出する人材の育成を目的に、大学全体で地域志向教育・研究・社会貢
献活動に取り組んでいます。
　その一環として、「COC 地域志向教育研究経費事業」を実施し、地域政策・文化・教育、環境・防災、産業、医療・
福祉等の分野において、地方自治体、地域の機関・組織、企業等と連携した、共同事業、共同研究又は共同調査
等の推進を図り、地域の活性化及び課題解決のプロジェクトに取り組みました。
　今回は、これらのプロジェクトの成果報告会を開催します。

愛媛大学は、文部科学省 の平成 26 年度「地（知）の拠点整備事業（COC 事業）」に採択されています。
本学のCOC【地域の未来をステークホルダーと共に創る実践的人材の育成】事業は、愛媛県の抱える課題であ
る産業の活性化や地域イノベーションを創出する人材の育成を目的に、大学全体で地域志向教育・研究・社会貢
献活動に取り組んでいます。
その一環として、「COC 地域志向教育研究経費事業」を実施し、地域政策・文化・教育、環境・防災、産業、医療・
福祉等の分野において、地方自治体、地域の機関・組織、企業等と連携した、共同事業、共同研究又は共同調査
等の推進を図り、地域の活性化及び課題解決のプロジェクトに取り組みました。
今回は、これらのプロジェクトの成果報告会を開催します。

◆⽇ 時：平成２９年８⽉２５⽇（⾦） 
     １５：００〜１７：３０（１４：３０開場）

◆会 場：愛媛⼤学総合情報メディアセンター
     メディアホール（松⼭市⽂京町3番）

⼊場無料
事前申込み不要

15:00 - 15:10　開会挨拶　 愛媛大学理事・副学長　仁科　弘重

15:10 - 17:20　成果報告 －12課題（裏面参照）

主催：愛媛大学

〒790-8577　松山市文京町 3番（愛媛大学社会連携推進機構内）
TEL 089-927-8964   　FAX 089-927-8820
E-mail  coc@stu.ehime-u.ac.jp
（担当：重松）

問い合わせ先
愛媛大学 COC企画運営部事務局

メディアホール

●
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2017.8.25(金)開催 !!

* 代表者の所属は、プロジェクト採択年度である平成 28年度の所属を表示しています。
* 都合により、プロジェクト課題発表の順番が入れ替わる場合があります。

予定時間帯

15:10 ～
      15:23

予定時間帯 代表者

標準的な教育制度ではドロップアウトする危険性が高い児童生徒に対する学習支援の拠点形
成プロジェクト （教育学部　中野　広輔）

15:23 ～
      15:36

15:36 ～
      15:49

15:49 ～
      16:02

16:02 ～
      16:15

16:15 ～
      16:28

16:28 ～
      16:41

16:41 ～
      16:54

16:54 ～
      17:07

域学連携による文化資源の保存・活用とマネジメント人材の育成 - 愛媛県版「文化力」プロ
ジェクト - （社会共創学部　井口　梓）

「佐田岬しあわせプロジェクト」の実現を目指した連携活動
（社会共創学部　牛山　眞貴子）

地域の記憶を共有する多世代交流型コミュニティ活動の効果検証と社会への実装
（社会共創学部　松村　暢彦）

地域密着型研究センター・研究ラボを活用した産業イノベーション教育のマテリアル開発
～松山市・四国中央市・愛南町を中心とした地域協働をもとに～

（社会共創学部　若林　良和）

八幡浜市における経年的な認知機能の変化の把握と認知症予防対策の検討
（大学院医学系研究科　三宅　吉博）

西条市におけるスマート農業による 6次産業化の実現を目指す食料生産体験型プログラムの
開発 （大学院農学研究科　羽藤　堅治）

愛媛県東予地区との産学官連携の推進
（産学連携推進センター　野村　信福）

公学民連携によるまちづくりに係る相互学習・課題解決力向上プログラムの実践に関する
市内 4大学協働事業 - アーバンデザインスクール 2期生の実践展開

（防災情報研究センター　片岡　由香）
日本初。幼児・児童を対象とした「食・農」を題材にした実験書作成

（大学院農学研究科　垣原　登志子）

西予ジオパークを活用した地域活性化のための実践知リーダーの育成
（社会共創学部　榊原　正幸）

農産物直売における生産者・消費者の直接交流がもたらす効果に関する研究～学生が企画運
営する愛太陽ファーマーズマーケットの実践を通して～

（地域創成研究センター　佐藤　亮子）

17:07 ～
      17:20

 プロジェクト課題名 プロジェクト課題名
 代表者 予定時間帯


